
採卵前日は 
診察も注射もありません 

HMG(FSH) 

HMG(FSH) ガニレスト 

ガニレスト 

採卵前日は 
診察も注射もありません 

 

クロミッド 

ガニレスト 

ガニレスト 

 

クロミッド法  内服で卵胞を発育させるとともに、排卵を遅らせる作用があります。 

卵胞育ってきたら排卵抑制注射も併用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンタゴニスト法 ある程度の大きさに卵胞が育つまで注射で刺激し、卵胞育ってきたら排卵抑制注射も併用します。 

 

 

 

 

 

 

××××× 

月経 3 日～刺激開始  

 
HMG(FSH)注射 or 内服 

感染症検査 
（初回のみ） 

・・・ 

 

診察(医師の指示した日) 

採卵 

胚凍結 

（採卵後 5・6 日目） 

診察+凍結結果 

 

約 1 週間後 

 
※この周期では 

移植しません  

 

××××× 
次回来院は 

約 4 週間後 

 

排卵誘発注射 35.5 時間後

ｎ 

排卵誘発～採卵～凍結までの時期＞      ・・・基礎体温 

月経 

月経 

卵胞育ったら 

 

採卵 凍結 

採卵 凍結 

hCG (排卵誘発)注

射 

およそ月経開始 10日目～14 日目あたり 

 

 

 

およそ月経開始 10日目～14 日目あたり 

 

↑ 

 

↑ 

 

卵が育つまで毎日 

 

hCG(排卵誘発)注

射 

※薬や注射の量・回数は卵胞の発育状態によって異なります 

 

 

 

1日 3 錠（朝・昼・夕 1 錠ずつ） 

 


